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片
倉
小
＋
郎
が
奈
良
か
b
持
ち
寄
っ
て
普
及
さ
せ
た
と

ら
い
う
蜂
屋
矩
古
い
歴
史
を
受
け
継
い
く
暑
一
の
干

ぐ
柿
農
家
で
あ
る
半
沢
勝
雄
さ
ん
（
5
2
，
越
河
平
）
の
作
業

　
小
屋
で
は
、
干
柿
の
箱
詰
め
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
半
沢
さ
ん
な
ど
の
農
家
か
ら
出
ざ
れ
る
干
柿
を
一
手
に

　
出
荷
し
て
い
る
の
が
「
宮
城
県
こ
ろ
柿
出
荷
協
同
組
合
」
。

業
全
国
3
4
市
場
を
相
手
に
年
間
2
億
円
を
越
咳
今
や
宮
城

曲
辰
　
県
の
地
場
産
品
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　ズ
製
品
開
発
が
軌
道
に
乗
っ
た
含
組
合
が
夢
見
て
い
る

一
の
が
「
薯
生
か
し
た
ま
喜
く
り
」
．
柿
の
食
文
化
を

リ
　
復
活
し
た
り
、
た
わ
わ
に
実
る
柿
の
続
く
並
木
道
を
つ
く

シ
q
柿
の
生
活
文
化
に
触
れ
b
れ
販
売
も
で
き
る
大
規
模

　
な
柿
園
を
造
成
し
た
い
と
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

■
平
成
四
年
　
南
長
の
目
か
ら
見
た

白
石
市
の
1
0
大
ニ
ュ
ー
ス

■
新
春
対
談

い
ま
、
問
わ
れ
る
超
高
齢

　
　
　
社
会
へ
の
対
応

■人口　42，430（前年比一11）

■男　　20，7日5　■女　21，635

■世帯数12，凹9

※住民基本台帳から11月30日現在
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新
年
、
あ
け
ま
し
で
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
一
．

　
私
達
の
白
石
市
は
「
く
ら
し
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
そ
の
方

法
論
を
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
求
め
て
、

計
画
を
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
白
石
城
三
階
櫓
の
復
元
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
歴
史
の
香
り
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
、
ま
た
不
伐
の
森
に
代
表
さ
れ
る

自
然
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
半
導
体

工
場
の
誘
致
と
い
っ
た
経
済
の
活
性
化

な
ど
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
は
着
実
に
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
．

　
そ
し
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
今
後

私
達
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一貞井
市長
川

蜜
に廊

〆残

唇
　
腐

の
は
、
地
方
自
治
の
原
点
と
も
言
う
べ

き
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
で
す
．
、

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
人
類
史
上
未

曾
有
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
に

突
入
し
て
い
る
現
在
、
先
ほ
ど
申
し
ま

し
た
基
盤
づ
く
り
の
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
市
民
に
密
接
す
る
福
祉
事
業
を
展

開
す
る
二
方
面
戦
略
が
「
く
ら
し
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
道
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
幸
い
に
平
成
五
年
度
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
を
決
定
す
る
権

限
が
、
県
か
ら
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十

か
年
戦
略
・
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
策
定

も
平
成
五
年
で
す
。
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
の
基
本
的
な
考
え
は
、
い
わ
ゆ
る

収
容
ケ
ア
か
ら
、
家
庭
の
温
か
さ
に
包

ま
れ
た
在
宅
家
庭
ヶ
ア
に
変
え
、
お
年

寄
り
が
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
安
定

し
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を
送
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
、

　
そ
の
た
め
に
私
は
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

の
中
に
、
市
独
自
の
福
祉
政
策
を
盛
り

込
み
、
在
宅
家
庭
ケ
ア
を
支
援
し
な
が

ら
白
石
型
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に
、

平
成
五
年
を
社
会
福
祉
元
年
と
名
付
け
、

「
福
祉
重
点
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
重

点
目
標
に
い
た
し
、
市
政
を
運
営
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
総
合
福
祉
の
た
め
の

施
設
と
し
て
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
予
定
で
す
。
障
害
者
用
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
つ
け
、
中
に
は
浴
室
を
含
む

老
入
生
き
が
い
広
場
、
児
童
館
、
通
所

福
祉
作
業
所
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
配
置
し
た

総
合
福
祉
の
た
め
の
施
設
と
し
、
ソ
フ

ト
展
開
の
中
枢
機
能
と
し
て
、
在
宅
家

庭
ヶ
ア
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

‘る
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
方
に
、
重
複

や
不
公
平
の
な
い
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
こ
の
頭
脳
を
生
か
し
、
実
際
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
あ
る
程
度
有
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

医
師
の
往
診
、
刈
田
病
院
に
お
け
る
救

急
医
療
の
充
実
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
現
在
二

憶
四
千
万
円
ほ
ど
積
み
立
て
f
、
い
る
長

寿
社
会
対
策
基
金
を
更
に
充
実
さ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
四
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
で
あ
り
ま
す
白
石
城
の
復
元
に
つ

い
て
は
、
本
年
六
月
ま
で
に
三
階
櫓
部

分
の
石
積
み
工
事
を
完
成
さ
せ
、
引
き

続
き
建
築
工
事
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
小
原
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
一
期

分
の
用
地
買
収
も
五
年
度
中
に
完
了
さ

せ
、
そ
の
後
実
施
設
計
を
行
い
、
一
部

工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
弥
治
郎
こ
け
し
村
に
つ
い
て

は
、
平
成
六
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

五
年
度
中
に
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
し
、

文
化
会
館
・
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

も
、
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業

の
進
展
を
に
ら
み
な
が
ら
、
で
き
れ
ば

五
年
度
中
に
は
三
万
㎡
の
用
地
を
取
得

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
斎
川
の
ふ
る
さ
と
の
川
モ

デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
と
建
設
省

と
の
協
議
が
ま
と
ま
り
次
第
、
整
備
計

画
書
を
ま
と
め
、
五
年
度
早
々
に
事
業

の
認
可
申
請
、
実
施
設
計
を
行
い
、
六

年
度
に
は
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
小
・
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
に

つ
い
て
は
、
白
川
中
学
校
及
び
深
谷
小

学
校
の
工
事
を
五
年
度
中
に
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
産
業
の
振
興
と
り
わ
け

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
が
焦
眉
の
急

で
あ
る
と
考
え
、
既
存
の
商
店
街
と
大

型
店
の
立
地
す
る
国
道
4
号
バ
イ
パ
ス

と
の
回
遊
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
市

道
城
山
空
堀
線
及
び
市
道
大
手
町
線
の

道
路
改
修
を
都
市
計
画
街
路
事
業
と
し

て
採
択
を
受
け
る
た
め
、
現
在
県
の
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
二
ろ

で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
各
種
事
業
の
推
進
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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復元は、残っている石垣を取りはずす作業を昨年から行っています。
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市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
平
成
四
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
参
議
院
を
は
じ
め
数
多
く
の
地

方
自
治
体
の
首
長
の
改
選
が
行
わ
れ
、

ま
さ
に
選
挙
に
明
け
暮
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ス
バ

ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
の
オ
ー
プ
ン
、

世
紀
の
事
業
と
も
言
う
べ
き
白
石
城
、

武
家
屋
敷
の
復
元
の
着
手
、
鷹
巣
区
画

整
理
事
業
の
ス
タ
ー
ト
、
学
校
の
新
改

築
、
大
型
店
の
開
店
な
ど
、
大
き
な
出

来
事
は
数
え
上
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
稲
の
作
況
指

数
は
当
初
、
平
年
作
を
少
々
オ
ー
バ
ー

す
る
予
想
で
あ
り
ま
し
た
が
、
春
の
天

候
不
順
の
影
響
で
期
待
は
ず
れ
の
結
果

に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
P
K
O
の
派
遣
、
ソ
連
の
経

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
日
米
の
外
交
・
経
済

の
見
直
し
が
迫
ら
れ
で
、
い
る
中
、
長
寿

国
家
と
し
て
さ
け
て
通
れ
な
い
福
阯
政

策
、
商
工
経
済
政
策
等
に
加
え
て
、
、
未

開
発
諸
国
に
対
す
る
援
助
な
ど
、
国
民

の
負
担
は
過
重
を
加
え
る
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
歴
史
を

振
り
返
れ
ば
、
先
輩
諸
賢
が
あ
ら
ゆ
る

困
難
を
乗
り
越
え
て
今
日
に
至
っ
f
、
い

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
思

う
と
き
、
私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
　
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
来

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
市

民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
で
、
魑
進
す
る

決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
い
る
と
二
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
．

　
本
年
も
市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
で
最
良
の
年
で
、
あ
り
ま
す
二

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
捲
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
で
、
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



⑨
・●　　姉妹都市、友好都市との交流盛ん

一
．

7一篠　　繍鴛離躍』㌣迎

昨年の8月、姉妹都市である北海道登別市から、

少年サッカー交流団40名、ふるさと豆記者14名の総

勢54名が白石市を訪れ、親善試合や学校訪問などで

小学生同士の交流を深め合いました。

また札幌市白石区からは夏まつ1）や中学生弁論代

表で相互訪問を行い、昨年友好都市を結んだ海老名

市からは、少年野球や婦人団体、文化団体などから

350人もの方が来白され、各分野での友好関係が一層

深ま｝）ました。

　　　　　　　　　また、11月14日には
　　　　　　　　登別市、札幌市白石区、

　　　　　　　　海老名市から小・中学
　　　　　　　　生60人を集めて、スパ
　　　　　　　　ッシュランドで友好四
　　　　　　　　市水泳大会を開催し、

　　　　　　　　ホームスティなどを通
　　　　　　　　して子供たちの絆が一
　　　　　　　　層強くなりました。

⑩
・●　　義務教育・社会教育施設が一層充実

　白石勤労者体育セン

ター、城東コミュニテ

ィセンター、白石中学

校柔剣道場が完成した

ほか、小原小学校が落

成し、引き続き小原中

学校工事にとりかか1）

ました。

1冨1暁

璽

コ0全国生涯学習フェスティノ窯辺レを

　　　　　　　　白石市で開催

10月31日から11月4日の5日間、白石市をメイン

会場の一つとして第4回全国生涯学習フェスティバ

ルが行われました。

碧水園では「能楽堂で聴くヴェルサイユの典雅な

音楽」、太宰治の新釈諸国噺「女賊」の上演、さらに
　　　　いつきもとむ
国際的バス歌手斎求「白石」を歌うなどのコンサー

トが開かれ、能楽堂の音響効果の良さが高く評価さ

れるとともに、生涯学習への理解が深ま1）ました。

一を　P凧＿一，．、、　　1　一…愚

解♪一、．、　　　　顧一瀦
　　　　　　　　　　雪　’審　　鯉

⑦
．●　お年寄り、障害をもつ万へ

　　　　　　　支援の輪が広がる

自
盗

順
　
　

’

・
讐
甲

　

饗
㌧
ー

恥誌　へ町　　、
不忘園では、障害者への入浴送迎サービスを行う

ための輸送車と、通院・買い物・旅行等のための福

祉サービスカーを配置しました。また八宮荘では、

ショートスティのためのベットが3床から15床に増

床し、多目的ホールなどが新設されました。

市では、福祉タクシーの利用助成や、70歳以上の

方にスパッシュランドの割引券を差し上げたほか、

市民の方から車イス10台、ジャッキベット10台、紙

おむつ100枚が寄付されました。

　去年は市内各地で、自らのふるさとを自らの手で

活性化させようという動きが注目を集めました。

　青年会議所は白石駅前に鐘楼を建設。城下町にマ

ッチした鐘の響きに心がなごみます。また、小原の

青年グループが、材木岩をライトアップしてフェス

ティバルを開催し、大鷹沢では地元の自治会連合会

が「若林公園まつり」で不忘園の園生との交流を深

』めました。さらに、セコム工業や百億の会などが三

住地区の道路にコスモスの苗1万本を植え、蔵土の

魅力アップに一役買いました。

⑧
。●　各地で手づくりのまちおこしが

　　　　　　　　　　　　　誕生！

。●　国道4号バイパスに大型店開店

　　　　　　　　　　　　卜’
卓》盛　　　　　　　　　 ’　　　　璽剛隔

　　髄講1卜・一‘』一＿γ・！＝1崇麺

畦i盛ピ鱗翻璽襲蓮．一
　轡転．ぬ．．．琶1隈＿『　馳謄罰

　9月18日と20日、地元資本の「アムザ」ショッピ

ングタウン白石と、みやぎ生協が核店舗の「セラビ白

石」　（ともに店舗面積5500m2）が相次いで開店しま

した。

中央商店街の落ち込みは相当なものがあ1）ますの

で、商店街のリニュアル事業などの活性化戦略には、

思い切った支援を行い、さらには大型店対策資金制

度など市独自の施策を強めていきます。

④
●

・　スパッシュランドがオーブン
　　　　　　　利用者が10万人を突破

　ハ　　コて　がノロ ノ　ロういレ

　5月28日、小原温泉にスパッシュランドしろいし

がオーフ ンし、眸年末までで約！0万人の方々にご利

用いただきました。また9月12日には、スバッシュ

ランドで初の公式競技・宮城県高校新八水泳大会も

開かれ、泳ぎやすいとの好評どおり、大会新26個と

いう新記録ラッシュに沸きました。

⑤
。●　学校週5目制が始まる

■■■

鵠＝平成4年
■■■

　　　　　　づ　　ま1）ました。これに先
　　　　　ヒ濱

は、休業日に学校を開放した1）、催し物を企画する

など、地域の受け皿づくりへの試みが続いています。

0

293

ρ
。

・●　　ソニーとの公害防止協定に調印

し
a

鍔
鉱

．壷　　　ム

　ひ

　
　
　
r

白石インターチェンジ付近に半導体一貫生産の新

工場を完成させたソニー白石セミコンダクタと、地

元の白石市、蔵王町とで、3月17日、発ガン性が指

摘されるトリクロロエチレンなど3つの有機塩素系

溶剤は「使用しない」との公害防止協定を締結しま

した。自治体協定の中で不使用を明記したのは、全

国で初めてです。今後とも環境の保全と市民の健康

に充分考慮しながら、市の行政を進めます。

②
●

◎　　歴史のまちのシンボルづくりに着手

　いよいよ昨年10月から、白石城の三階櫓（天守閣）

と大手門（一ノ門、ニノ門）の復元に着手しました。

三階櫓は高さ16メートルにもなり、木造の天守閣で

は東北最大となります。そして、平成6年度までに

は、明治7年の白石城解体以来、実に120年ぶ1）に

「平成の城」が見られるようになります。

　　　　　　　電ぴ　　　寅
　　　　　　滋二 一｝「

　　　　　　』、談〔’　r

　　　　上一諺影i　　　　　繕
　　　　　　瞬F
　　　　　　　　蟹’・一

》総謂、臨、馳



し、ま．

壷
局

尊
　
　
　
麟

　
　
　
　
璽

／
聚
髄

　　　　髪　　　弱騨

　
抱
軽
国
ぽ
．
憾
顎
舗
霊
闘
寿
命
膿
服
年
ど
励
勧
世

界
一
の
長
嘉
国
に
塑
り
ま
賜
彊
。
監
櫻
て
、

．
曼
詰
一

世
繕
に
ぼ
．
国
民
の
緬
四
囚
に
一
膿
捌
臓
錘
寄
り
輩

圃
易
、
超
富
齢
羅
窩
に
藤
羅
輩
罷
想
麺
裡
ま
面
。

翻
誘
謹
a
藤
一
霊
｝
世
紀
濯
ゆ
す
べ
酉
の
膿
葱
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヤ

健
康
繭
、
額
謳
甥
槻
雍
調
萱
バ
安
、
鋤
賜
繭
暮
圏
越
羅

題
置
握
社
会
翠
面
冒
涯
醐
に
ぱ
、
開
棚
膠
長
謹
会

恒
思
茜
洞
賜
梛
濁
窩
・
経
済
の
腿
組
闘
盆
変
見
遍
圃

閉
涯
瑚
剋
越
、
間
に
あ
園
表
茜
開
。
　
　
　
．
慰
、

　
百
石
嗣
繭
ば
、
翁
墾
雍
粒
会
福
祖
屍
矩
睦
位
置
圃

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
白
石
市
医
師
会
長
で
あ
る

銭
谷
医
院
長
の
銭
谷
喜
四
男
先
生
に
こ
出
席
を
い
た

だ
ぎ
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
川

井
市
長
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〆卜
、

‘一二

♪

霧
、

ヤ
t
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癒

　
　
　
弩
、

曽

茎

－
．
ザ
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遵：r’　　胃
・》・身
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閥
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〉
玉
手
か
つ
さ
ん
は
一
週
間
に
一
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

　
　
　
　
　
訪
問
を
受
け
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
の
桑
折
さ
ん
と
は

　
　
　
　
　
大
の
仲
よ
し
。
「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
る
の
が
楽
し
み
」

　
　
　
　
　
と
、
玉
手
ざ
ん
に
と
っ
て
、
桑
折
さ
ん
は
心
の
支
え
に

　
　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
は
一
卵
性
の
三
つ
子

市
長
　
先
生
、
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
十
月
十
八
日

に
無
投
票
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
選
挙
運
動

は
わ
ず
か
一
日
で
し
た
が
、
福
祉
優
先
の
政
策
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
様
に
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
二
つ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、

こ
れ
か
ら
先
福
祉
ぐ
ら
い
大
き
な
問
題
は
な
い
だ

ろ
う
と
…
…
．
、
財
政
的
な
問
題
も
含
め
て
早
く
手

を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

二
つ
目
は
、
こ
れ
だ
け
二
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
ま

い
り
ま
す
と
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
統
合
と
申

し
ま
し
ょ
う
か
、
こ
れ
が
実
は
口
で
は
言
わ
れ
て

、
い
て
も
、
な
か
な
か
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
実
際
に
は
福
祉
だ
け
、
あ
る
い
は
医
療
だ
け
を

取
り
出
し
て
、
事
足
り
る
問
題
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

と
。　

こ
ん
な
具
合
に
考
え
ま
し
て
、
福
祉
と
絡
め
て

の
保
健
・
医
療
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
医
師
会

の
会
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
銭
谷
先
生
に
い
ろ
い
ろ

お
話
を
承
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
政
策
展
開
の
上
で

　
　
　
　
　
の
指
針
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

　
　
　
　
　
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
銭
谷
　
今
の
お
話
で
す
が
、
保
健
、

　
　
　
　
　
医
療
、
福
祉
で
す
ね
。
こ
れ
は
も

　
　
　
　
　
と
も
と
は
一
卵
性
の
三
つ
子
だ
と

　
　
　
　
　
思
う
ん
で
す
。
も
と
も
と
一
緒
な

　
メ
　
　
　
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
育
ち
方
が
違

　
　
　
　
　
っ
た
ん
で
す
ね
。
ス
タ
ー
ト
地
点

　
　
　
　
　
が
違
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
は

幽
　
一
、
覆
に
な
っ
て
い
有
保
健
と

　
　
　
　
　
い
う
の
は
住
民
の
健
康
管
理
が
分

　
魚

　
　
　
　
　
野
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
医
療
と

　
　
　
　
　
い
う
の
は
疾
病
管
理
、
そ
し
て
福

　
　
　
　
　
祉
と
い
う
の
は
生
活
管
理
な
ん
で

　
　
　
　
　
す
ね
。
だ
か
ら
な
か
な
か
結
び
つ

　
　
　
　
　
か
な
い
点
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
そ
こ
に
共
通
す
る
も

　
　
　
　
　
の
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ

　
　
　
　
　
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
こ
れ
を

　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
ん
じ
や

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
三
つ
を
総
合

し
た
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
必
要

な
ん
で
す
。

　
い
ま
市
長
さ
ん
が
考
え
て
お
ら
れ
る
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
ね
。
そ
う
い
う
セ
ン
タ
ー
が
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
核
に

在
宅
介
護
を
支
援

市
長
　
確
か
に
｝
卵
性
三
つ
子
と
言
わ
れ
て
み
る

と
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

何
が
悪
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
役
所
の
セ
ク
ト

主
義
が
悪
い
。
縄
張
り
争
い
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
も
う
直
す
の
は
非
常
に
難
し
い
ん
で
す
ね
。

で
き
る
の
は
案
外
市
町
村
長
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
平
成
六
・
七
年
で
作
る

予
定
で
す
。
風
呂
場
が
あ
る
「
老
人
生
き
が
い
創

作
の
場
」
や
「
伝
承
あ
そ
び
の
広
場
」
、
あ
る
い

は
児
童
館
を
一
緒
に
統
合
す
る
と
い
う
の
は
、
子

ど
も
た
ち
も
お
年
寄
り
と
一
緒
に
交
流
が
で
き
れ

ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
あ
る
わ
け
で
す
。

あ
と
は
「
通
所
福
祉
作
業
所
」
、
　
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
。
も
ち
ろ
ん
社
会
福
祉
事
務

所
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
あ
る
い
は
民
生

委
貝
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
事
務
局
で
す
か
。

こ
れ
ら
を
置
く
と
同
時
に
、
私
は
保
健
衛
生
課
の

一
部
の
機
能
を
こ
こ
に
移
さ
な
き
ゃ
だ
め
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
保
健
婦
を
う
ま

く
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
さ
っ

き
セ
ク
ト
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
ご
た
ぶ
ん
に
漏

れ
ず
同
じ
白
石
市
役
所
で
も
ば
ら
ば
ら
で
す
か
ら

ね
。
も
の
す
ご
く
や
り
に
く
い
で
す
し
、
ダ
ブ
っ

て
み
た
り
非
常
に
効
率
が
悪
い
。
い
ち
お
う
こ
う

い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
先
生
何
か
ご
意
見
を



い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
ん
で
す
が
。

銭
谷
　
在
宅
を
ま
と
め
る
セ
ン
タ
ー
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
ね
。
在
宅
福
祉
が
こ
れ
か
ら
の
趨
勢
だ

と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

在
宅
老
人
看
護
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な
形
の
も
の
に
、

保
健
婦
も
ヘ
ル
パ
ー
も
一
緒
に
な
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
施
設
こ
そ
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
目
玉
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
、

市
長
　
な
る
ほ
ど
在
宅
老
人
看
護
セ
ン
タ
ー
ね
。

在
宅
福
祉
、
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
何
の
た
め
に
作

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
ね
。
私
の
祖
父
も
祖

母
も
、
痴
呆
性
老
人
と
な
っ
て
何
年
か
過
ご
し
ま

し
た
が
、
在
宅
介
護
と
い
う
の
は
口
で
言
う
の
は

簡
単
で
す
が
、
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
息
抜

き
が
な
か
っ
た
ら
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。　

同
時
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
機
能
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
受

け
る
側
を
つ
な
ぐ
情
報
セ
ン
タ
ー
で
す
ね
。

暴曝

巨
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、鍵
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　匹　、

『
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福
祉
の
墓
礎
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

市
長
　
ち
ょ
っ
と
話
が
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
の
基
礎
に
あ
る
も
の
は
、
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
ね
。
財
政
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
よ
。

　
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
貧
乏
所
帯
な
も
ん
で

す
か
ら
、
財
政
、
財
政
と
考
え
る
視
点
を
置
い
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。
福
祉
は
や
ん
な
き
ゃ
な
ら
ん
。

そ
れ
は
わ
か
る
、
し
か
し
金
だ
と
。
そ
れ
じ
ゃ
本

物
の
福
祉
に
な
り
え
な
い
ん
で
す
ね
。

　
そ
う
で
は
な
く
て
、
障
害
者
は
健
常
者
と
同
｝

生
活
を
送
る
の
が
ご
く
当
り
前
で
あ
る
と
全
体
と

し
て
認
め
る
こ
と
が
、
福
祉
の
基
礎
に
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
初
め
て
在
宅
介
護
と
い
う
も

の
が
、
介
護
の
正
常
な
形
な
ん
だ
と
い
う
考
え
が

浸
透
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

銭
谷
　
首
長
さ
ん
た
ち
の
意
識
と
同
時
に
、
わ
れ

わ
れ
の
意
識
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

篠

谷喜四男先生
銭谷医院院長

白石市医師会会長

銭

　
そ
れ
か
ら
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
同
じ
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
税
の
負

担
と
の
関
係
と
い
う
の
は
大
き
な
問
題
で
し
ょ
う

ね
。市

長
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
．
私
ど
も
は
的
確
に
高

齢
化
社
会
の
到
来
を
受
け
入
れ
よ
う
と
。
受
け
入

れ
た
上
で
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
ろ
う
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
や
は
り
税
負
担
と
い
う
も
の
を
覚
悟
の

上
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
意
識
改
革
を
し
て
い
か

な
い
と
。
税
金
は
払
い
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
じ

ゃ
、
も
う
こ
れ
か
ら
お
互
い
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

地
域
医
療
と
は
笑
顔
と
寝
顔
を

つ
く
る
こ
と

銭
谷
　
そ
れ
か
ら
都
市
計
画
の
専
門
家
の
お
話
で

は
、
そ
の
町
の
中
心
部
の
町
並
み
が
、
町
の
顔
に

な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
地
域
医
療
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
住
民
の
心
か
ら
湧
き
出
る
笑
顔
と

安
堵
に
満
ち
た
寝
顔
…
。
地
域
医
療
と
い
う
の
は

要
す
る
に
地
域
づ
く
り
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う

す
る
と
笑
顔
と
寝
顔
を
つ
く
る
こ
と
が
地
域
医
療

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

市
長
　
な
る
ほ
ど
ね
。
い
い
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
実
は
、
三
期
目
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
市

の
職
員
に
、
「
わ
れ
わ
れ
職
貝
に
必
要
な
の
は
、
決

し
て
素
晴
ら
し
い
頭
脳
で
も
な
け
れ
ば
、
政
策
立

案
能
力
で
も
な
い
。
一
番
大
事
な
の
は
心
の
優
し

さ
だ
と
。
こ
れ
が
市
の
職
員
の
基
本
で
あ
る
と
。
」

　
私
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
ん
だ
と
思
い
ま
し

て
ね
。
　
（
笑
い
）
一
期
目
、
二
期
目
は
間
違
っ
た

っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
言
い
や
し
ま
せ
ん
で
し
た
け

ど
ね
。
　
（
笑
い
）

っ
た
で
す
か
ら
。

ハ
ー
ド
専
門
み
た
い
な
感
じ
だ

ソ
フ
ト
の
目
玉
は
「
長
寿
社
会

対
策
墓
金
」

銭
谷
　
今
度
は
や
っ
ぱ
り
ソ
フ
ト
で
す
ね
。

市
長
　
え
え
、
ソ
フ
ト
で
す
。
箱
物
を
作
る
の
は

で
き
る
ん
で
す
ね
。
問
題
は
中
身
を
ど
う
す
る
か

で
す
。

　
一
つ
は
在
宅
老
人
看
護
セ
ン
タ
ー
・
情
報
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
担
当
課

を
横
断
し
た
福
祉
政
策
を
展
開
し
て
い
く
。
二
つ

目
は
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
長
寿
社
会
対

策
基
金
」
を
、
将
来
は
十
億
円
ぐ
ら
い
ま
で
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
。
十
億
円
積
み
上
げ
れ
ば
、
そ

の
果
実
だ
っ
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
て
も
五
千
万

円
で
す
か
ら
、
相
当
使
い
で
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
ソ
フ
ト
面
で
の
目
玉
に
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
私
は
、
平
成
五
年
は
市
町
村
の
社
会
福

祉
元
年
だ
と
思
う
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
ま
ず

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
る
人
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
度
権
限
が
委
譲
さ
れ
て
市
町
村
が
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
平
成
五
年

に
は
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
を
作
り
あ
げ
る
年
で

す
か
ら
。

　
そ
う
し
ま
す
と
、
い
よ
い
よ
今
か
ら
市
町
村
が

知
恵
比
べ
を
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
あ
と
先
生
な
に
か
ご
提

言
を
承
り
た
い
の
で
す
が
…
…
。

救
急
医
療
の
充
実
を

銭
谷
　
白
石
に
お
け
る
地
域
医
療
の
面
で
、
大
事

な
こ
と
が
二
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ま
ず
一
つ

は
救
急
医
療
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
こ
れ
は

刈
田
病
院
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。

　
二
番
目
は
、
そ
れ
と
関
連
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

二
次
医
療
の
充
実
で
す
ね
。
市
内
の
入
院
患
者
が

結
局
ほ
か
に
流
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
抑
え
た
い
で

す
ね
。

市
長
　
救
急
医
療
と
い
う
と
、
ど
の
程
度
の
も
の

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

銭
谷
　
い
わ
ゆ
る
い
つ
で
も
診
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
な
る
ほ
ど
ね
。
医
療
の
な
か
で
最
も
福
祉

に
近
い
医
療
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
こ
れ
は
救
急

医
療
な
ん
で
す
ね
。

　
平
成
五
年
が
白
石
に
お
け
る
社
会
福
祉
元
年
だ

と
い
っ
た
観
点
で
、
在
宅
老
入
看
護
セ
ン
タ
ー
の

問
題
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
、
救
急
医
療
の
問
題
を
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
化
の
な
か
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

銭
谷
　
そ
れ
か
ら
、
二
次
医
療
で
す
ね
。
ほ
か
に

行
か
な
け
れ
ば
家
族
も
楽
な
ん
で
す
か
ら
。

　
要
す
る
に
最
後
に
残
る
の
は
、
い
ろ
ん
な
面
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ん
で
す
ね
。

市
長
　
そ
う
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ん
で
す
ね
。
も
う
ど

れ
が
一
つ
突
出
し
た
っ
て
、
結
局
不
協
和
音
に
し

か
な
ら
な
い
。
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
の
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
日
本
一
だ
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

医
師
と
患
者
と
は
友
達
関
係

銭
谷
　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
九
七
八
年
に
W

H
O
の
ア
ル
マ
ア
タ
宣
言
の
な
か
に
、
こ
う
い
う

こ
と
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　
「
自
助
と
自
決
の
精
神
に
則
り
、
地
域
社
会
ま

た
は
国
が
、
開
発
の
程
度
に
応
じ
て
、
負
担
可
能

な
費
用
の
範
囲
内
で
、
地
域
社
会
の
個
人
ま
た
は

家
族
の
充
分
な
参
加
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
普
遍
的

に
利
用
で
き
る
実
用
的
で
科
学
的
で
適
正
で
、
且

つ
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
手
順
と
技
術
に
基

づ
い
た
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
を

必
要
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
。

市
長
　
結
局
は
ヘ
ル
ス
と
い
う
も
の
ま
で
含
め
て
、

保
健
に
し
て
も
医
療
に
し
て
も
福
祉
に
し
て
も
、

自
分
の
範
囲
内
で
与
え
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、

与
え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
、
対
等
の
関

係
に
立
っ
て
進
め
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

銭
谷
　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
者
が
、
医

師
と
患
者
に
は
三
つ
の
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
親
と
乳
児
の
関
係
。
こ
れ
は
命
令
で
い
い

わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

指
導
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
最
後
の
段

階
は
大
人
と
大
人
の
関
係
で
、
こ
れ
は
相
談
だ
と
。

友
達
だ
と
。

　
も
う
高
齢
化
社
会
の
今
で
は
最
後
の
段
階
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
昔
は
高
圧
的
で
、
こ
う
し
な
き
ゃ

だ
め
だ
と
。
し
か
し
今
は
友
達
関
係
に
な
っ
て
る

ん
で
す
ね
。
そ
の
へ
ん
は
我
々
も
脱
皮
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

市
長
　
先
生
が
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
友
達
関
係
の
中

で
こ
そ
、
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
ろ
う
と
い
う

こ
と
が
初
め
て
成
立
す
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
全

く
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。

　
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
も
う
高
齢
者
の
方
に
た
だ

単
に
自
ら
の
健
康
は
自
ら
で
守
れ
と
い
う
の
は
酷

な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
お
医
者
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
・
友
達
関
係
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う

い
う
こ
と
の
中
で
初
め
て
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
な
に
せ
こ
ん
な
に
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
社
会
っ
て
い
う
の
は
、
世
界
に
例
が
な
い
ん
で

す
か
ら
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
「
若
者
も
高
齢
者
も
、
健
常

者
も
障
害
者
も
、
す
べ
て
人
間

と
し
て
晋
通
の
生
活
を
送
る
た

め
に
、
と
も
に
生
き
抜
く
社
会

こ
そ
ノ
ー
マ
ル
（
正
常
）
で
あ

る
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
施
設

を
遠
く
に
作
り
、
隔
離
す
る
社

会
こ
そ
異
常
で
あ
る
。
す
べ
て

の
人
が
普
通
の
場
所
で
普
通
の

生
活
を
す
る
の
が
当
然
で
あ
り
、

基
本
的
に
人
と
し
て
の
社
会
的

位
置
づ
け
は
差
別
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
2

　
こ
れ
が
｝
九
五
く
年
に
デ
ン

マ
ー
ク
で
提
唱
さ
れ
た
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
で

す
。ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン

　
ニ
十
一
世
紀
ま
で
の
十
年
間

（
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
十
【

年
度
ま
で
）
に
、
緊
急
に
取
り

組
む
べ
ぎ
施
策
に
つ
い
て
、
平

成
元
年
十
一
再
に
国
が
策
定
し

た
の
が
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
（
正

式
名
称
コ
局
齢
者
保
健
福
祉
推

進
十
か
年
戦
略
」
）
で
す
。

　
こ
の
国
の
計
画
を
受
け
て
、

市
町
村
は
平
成
五
年
度
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

W
H
O
（
世
界
保
健
機
構
）

　
一
九
四
六
年
に
設
立
し
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
本
部
を
も
つ
専
門
機

関
で
、
加
盟
国
数
は
一
六
六
。

す
べ
て
の
人
々
に
可
能
な
限
り

高
い
水
準
の
健
康
を
も
た
ら
す

こ
と
を
目
標
に
し
、
活
動
範
囲

も
伝
染
病
の
撲
滅
や
公
衆
衛
生

の
向
上
の
ほ
か
、
麻
薬
取
り
扱

い
に
関
す
る
規
則
の
確
立
や
、

瑞
境
問
題
な
ど
多
方
面
に
わ
た

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
エ
イ
ズ
ヘ
の
取
り
組
み
も
強

め
て
い
ま
す
。



晴れの叙勲おめでとうこざいます

、

　平成4年の春・秋の叙勲に市内か

ら3名の方が受章されました。本当

におめでとうございます。

　晴れの叙勲受章を祝って12月3日、

叙勲祝賀会が盛大に開かれ、今まで
7
の
苦
労 をねぎらいました。

　受章された皆さんは、それぞれの

分野で地道に職務を全うされ、社会

に貢献された功績が認められて叙勲

の栄誉に輝いたものです。

　
　
匡
ぎ

　
　
乞
璽

矯
職
融

譲

鴇、、

ρ

（地方自治功労）

昭和38年、市議会議員に当選以来、

28年間議員として在職、その間議長

として4年務められ、地方自治の発

展のために寄与されました．

象・

　
可

　
氏

　
一
朔

章
　
功

宝
彦
治

山
而
　
　
自

等
　
方

四
　

地

勲
斎
ー

昭和30年、市議会議貝に当選以来、

36年間議員として在職、その間議長

として4年、副議長として8年務め

られ、地方自治の発展のために寄与

されました．

（教育功労〉

昭和23年に白石高校教諭として奉

職以来、32年間教育の実践に精進さ

れ、自石高校校長として長い伝統に

ふさわしい校運の隆盛に貞献されま

した．

圖上からお礼申しあげます

生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄付をいた

だきました．紙Lからお礼申しあげ

ます．

四竈達氏、自石地区工場懇，1舌会

会長li公1尺康友氏、111イf4ヒロータリー

クラフー　会長宮川典，宏氏、倉商事㈱

代表取締役河本1μ、壬氏、八島茂七氏、

渡辺正一氏、　　　　　、八島正氏、

八島末雄氏、鈴木勇氏、㈱ミツヤ。支

備機工　代表取締役高沢芳氏、㈲後

藤不動産　代表取締役後臓、正太郎氏

庄司善光氏、木須文雄氏、資別市物

産展会　（旬ナガサヵ

野累1へ氏

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

白寿おめでとう
　　　　こざいます

去る12月7日、99歳の誕生日を迎

えられた八宮荘の松田うつよさんの

白寿を祝って、川井市長から賀状と

記念品の純金の杯が贈られました。

　φつよさんは足が不自由な以外は

健康そのもので、八宮荘の中を一人

で車椅子に乗ってまわれるほどの元

気ぶ1）。特に約束ごとや人の名前は

しっかり覚えているので仲間の信頼

も厚く、八宮荘の人気者です。

　多くの仲間に白寿を祝福され、ち

ょっぴ1）照れ気味のうつよさんです

が、「みなさんのおかげでここまで健

康に生きてこれました」と、しっか

1）お礼の言葉をのべておりました。

趣昧が立派な美術展に／

11月13日から15日の3日間、白石

市中央公民館において、仙南2市7

町の公民館が主催する美術展が開催

されました。

　これは、白石市中央公民館を始め

とする仙南の9つの公民館で活動し

ている教室やサークル同好者の作品

を展示するもので、会場は持ち回1）

となっています。

　今回は、各公民館から写真、絵画

など300点もの力作が出展され、訪

れた人の目を楽しませていました。

まちかど・ズーム，A，！

源はカヤi諺わり1聾き

壷
．
”
編
擬

f
薪
　
　
、
、
塑
　
る

＞
、
　
　
鰯
駆

皇
』
爆

ず
鼠
｝

全国で3か所にしかないヒダリマ

キガヤを有する小原地区の住民が12

月6日、内藤俊彦東北大理学部助手

を招いて、学習会を開きました，

　まず内藤助手から「小原の自然と

ノ《然記念物」と題して講演。特にカ

ヤについては、小原中学校の生徒か

集めた実の分析結果から「詳しく調

べていけは新変種の発見も期待でき

　そのために中学校では毎年カヤ

を採集し、データを蓄積して欲しい」

と指摘。

　また、自ら試作したカヤの実のペ

ンダントやせんべいを披露しながら、

「カヤにこだわった町起こしを考え

たらどうか」と提案し、集まった小

原地区活性化を考える会や父母教師

会、自治会の役員など60入の心には、

活性化の火がつきました。

山口罠一さ1んも祝う

地区を支えてきたお年寄りたちに

感謝の意味をこめて11月22日、老人

福祉センターで東益岡地区青年会主

催による敬老会が行われました。

　当敬老会は今回で42回をむかえ、

年末に行っている防犯夜警とともに

東益岡地区の伝統行事となっていま

す，

　毎年工夫をこらし好、i平を得ている

敬老会に、今年はタレントの山口良

一さんを招いてトークショーか行わ

れ、テレヒでお馴染みの顔とユーモ

アたっふりの話にお年寄りたちも終

始笑顔か絶えませんでした．

1講鰍鵜
　1蟻、

　l　　　　　　　　　l

　～

ゴ
瞬

鹸

狙うぞ／ホールインワン

　コミュ．ニケーションを湖旨めなカiら

体力と健康の増進を図るため11月15

日、白石市営∫求場と益1司公1剰を会場

にグラウンドゴノレフ大会が行われま

した。

　グラウンドゴルフとは、li斤7芝のボー

ルを決められた打順に従ってスター

ト位置から打ち始め、ホーノしホスト

に入るまでの打数を競うニュースホ

ーツです。なお、結果は次の通りです。

〔優勝）

・団体の部　南町長寿会

・個人の部

ジュニァ　須藤　慎二伯一小1

オープン　斎藤　明彦1白石）

シニア　　高橋　良衛1小原）

南米パラグアイに古着を

送り続けて220着一白女高一

　白石女子高校の生徒会がパラグア

ィに着古しの体育着を送りはじめた

のは、昨年7月。第一便として10着

を送り、以来、月に1～2便ぺ一ス

で送1）続け、その数は220着にもの

ぼっています。

　送り先はパラグアイ南部奥地にあ

るピラポ市の日系人学校「聖霊（エ

スピリッツサント〉中高等学校」。

現地からは生徒のお礼の手紙が連

日のように学校に届いています。文

通を希望する手紙も多く、チラシを

配って文通を呼びかけています。

生徒会では、いつか一緒の体育着

を着て運動会をやれたら、と夢を膨

らませています。

自慢の校歌をコーラスで披露

蟹欝禰・

　14回を迎えた「校歌を高らかに歌

う集い」が11月21日、中央公民館で

開かれ、会場いっぱいにさわやかな

コーラスが響きました，

　今年は市内の小・中学校16校の父

母教師会から約700人が参加。それ

ぞれの校歌を心を込めて歌った後、

自由1由を合唱しました。

　合1唱に含わせて自校の校歌を口ず

さむ人もいて、学校時代の思い出を

振り返る場にもなっていました、
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働
く
婦
人
の
家

民
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ど
り
サ
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ク
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婦
人
の
家
ま
つ
り
で
舞
っ
た

　
私
た
ち
の
サ
ー
タ
ル
は
、

八
年
に
発
足
し
、

が
た
ち
ま
す
。

昭
和
五
十

か
れ
こ
れ
十
年
近
く

　
今
ま
で
リ
ー
ダ
ー
を
当
番
制
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
会
貝
一
致
協
力
し

楽
し
く
け
い
こ
し
て
き
ま
し
た
、

　
最
初
は
、
田
ん
ぽ
や
畑
を
耕
す
よ
り

も
難
し
く
、
舞
台
の
上
で
尻
も
ち
を
つ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
と
な

っ
て
は
そ
れ
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
十
］
月
十
五
日
に
「
婦
人
の
家
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
婦
人
の
家
ま

つ
り
は
私
た
ち
に
と
っ
て
』
年
に
一
度

の
発
表
の
場
で
あ
り
、
こ
の
日
に
向
け

て
、
ご
覧
い
た
だ
く
方
々
に
少
し
で
も

い
い
お
ど
り
を
ご
披
露
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
の
名
称
は
民
謡
お
ど
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
レ
パ
！
ト
リ
ー

も
実
に
豊
富
で
、
新
舞
踊
を
た
く
さ
ん

け
い
こ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

吉
同
　
　
羽
旧
　
　
き
』
び
い

蚕
漣
纂
駕

　
　
　
　
、
．
》

紫
藍

7
幸

酵

醒　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　一　　　　　幽雑賦腐
雪
国
の
常
緑
樹

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
八

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

〔
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
〕

　
ふ
た
つ
の
植
物
分
布
域
の
接
点
を

象
徴
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
が
、
大

鷹
沢
の
十
鉢
・
唐
竹
界
隈
に
あ
る
。

　
畑
の
縁
に
、
角
田
市
高
蔵
寺
か
ら

こ
こ
ま
で
子
孫
を
殖
や
し
た
と
思
わ

れ
る
ユ
ズ
リ
パ
が
二
本
生
え
て
い
る
。

と
同
時
に
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
の
下

に
そ
の
変
種
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
パ
が
自
生

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ユ
ズ
リ
ハ
は
本
県
志
津
川
町
八
景

島
を
北
限
と
す
る
常
緑
樹
で
、

東
北
南
部
以
西
の
暖
地
に
分
布

し
、
幹
は
直
立
し
て
一
〇
m
に
も

な
る
。
こ
れ
が
北
方
の
多
雪
地

帯
に
分
布
を
広
げ
る
わ
け
だ
が
、

も
と
の
形
態
で
は
、
冬
期
の
低

　
講
師
の
若
柳
宝
梅
（
麻
生
靖
子
）
先

生
の
優
し
さ
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
厳
し

い
指
導
を
受
け
、
私
た
ち
の
お
ど
り
も

着
実
に
上
達
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
来
年
の
婦
人
の
家
ま
つ
り
で
は
、
今

年
以
上
の
成
果
を
発
表
で
き
ま
す
よ
う

け
い
こ
に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

，1～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
曹
」

←留留
～
2
3
2
～
2
～
2
～
2
～
～
～

温
と
乾
燥
の
た
め
に
幹
の
上
で
芽
を

越
冬
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
雪
の
重
み
で
枝
や
幹
は
折
れ
、

生
き
て
は
い
け
な
い
。

　
そ
こ
で
樹
高
を
低
♂
＼
し
か
も
幹

・
枝
と
も
に
地
面
を
這
う
よ
う
に
し
、

葉
を
小
型
化
さ
せ
る
こ
と
で
分
布
の

拡
大
に
成
功
し
た
。
こ
れ
が
雪
国
に

適
応
し
た
形
態
を
も
つ
エ
ゾ
ユ
ズ
リ

ハ
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
植
物
は
北
海
道
か
ら
、
本
州

北
部
の
主
と
し
て
日
本
海
側
に
分
布

す
る
が
、
三
陸
で
は
太
平
洋
側
に
は

み
出
し
て
い
る
。
冬
期
、
多
雪
地
帯

で
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ま
っ
た
く

雪
の
下
に
埋
も
れ
る
。
し
か
し
、
大

鷹
沢
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
環
境
で
は

な
い
た
め
、
母
種
ユ
ズ
リ
ハ
の
生
育

も
可
能
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
．

　
「
譲
葉
」
の
名
は
、
初
夏
の
頃
に

古
い
葉
が
落
ち
て
新
し
い
葉
に
代
を

譲
る
こ
と
に
因
ん
で
い
る
。
常
に
緑

葉
を
も
つ
木
に
も
新
旧
交
代
は
あ
り
、

正
月
の
し
め
飾
り
に
使
わ
れ
る
意
味

が
う
な
づ
け
よ
う
。
雪
国
で
は
、
蝦

夷
譲
葉
を
利
用
し
て
い
る
地
方
も
あ

る
そ
う
だ
。
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曳
あ・なたの出蟹

搾、

樺τ畠
マ

　「マイ・サークル」、「コーヒーブレータ」、

「わが家のアイドル」は、皆さんに作ってい

ただく市民登場のコーナーです。応募内容は

次のとおりですので、ご応募お待ちしてお1）

ます。

「雫ド’ゴ 一・一ワーい

　自慢のサークル（音楽、ボランティア、ス

ポーツ関係等〉をご紹介ください。

　原稿は、500～600字程度でお願いします。

1コー」一「｝し一一二1

　市内の18歳以上の方く学生でもかまいませ

ん）、または市内で働く18歳以上の方に、夢

や仕事、趣味のことなど気軽に語っていただ

くコーナーです。簡単にPRができるように

アンケート形式にしていますので、ご協力を

お願いします。

りη：－Dア・昌閣4．1

　小学校に入学前までのお子さんをご紹介く

ださい。写真はこちらで撮りに行きますが、

お気に入りの写真があればお貸しください。

○応募方法　電話で直接お申し込みください。

O応募先　市役所市長公室広報広聴係

　　　　　岱25－2111／内線）312

※場合によ1）掲載できないこともございます

　ので、必ず上記へ問い合わせてください、

鴫

コーヒープレークは、今月お休みとします。
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先

ヤ
塞
痒
y
、
謬

磯
♂
回

　昭和52年に郷土の伝統芸能を後世に伝えよう

と大町太神楽保存会が結成されました。現在会

員は12名、毎月第3日曜日に地区集会所を利用

して練習を行い、毎年地区八幡神社へ奉納して

おります。現在は2月に行われる「大鷹沢新春

芸能の祭典」へ向けて練習しています。

　今年の11月に教育文化功労団体として表彰を

受けました。これを一層の励みに、後継者を育

てながら、郷土文化の発展のため会員全員で頑

張っていきたいと思います．

　　　　　　ツ　　　　　i』　　　　F　　　　ム』　　　F　　　乙　　丑　　⊥’　｛百
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菌
脚
劇
！
劃

川

股
兵
三
選

直
厚
き
葉
の
中
に
こ
も
り
し
万
年
青
の
実
く
れ
な
い
し

渚
る
く
時
雨
降
り
初
む
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

〔
’
た
そ
が
れ
て
鍬
を
肩
に
し
帰
る
道
今
年
最
初
の
雪
虫

一
｝
に
合
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

究
夜
辺
降
り
し
雨
の
あ
が
り
て
朝
陽
さ
す
ベ
コ
ニ
ヤ
の

『に
花
に
露
の
輝
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

、
　
一
薬
師
寺
の
杉
の
落
葉
を
踏
み
ゆ
け
ば
母
と
拾
い
し
日

へ
の
蘇
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

．
…
、
不
燃
物
ゴ
ミ
の
中
よ
り
娘
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
か
す
か
に

三
響
く
仕
分
け
の
時
に
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

、
皿
、
リ
ハ
ビ
リ
に
夫
の
む
く
豆
残
し
置
き
孫
留
守
の
間
に

、
｝
わ
れ
は
豆
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

．
一
う
っ
す
ら
と
霜
を
か
ぶ
り
し
白
菜
に
し
が
み
つ
き
い

し
い
な
ご
動
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

紅
葉
の
山
に
虹
た
つ
を
愛
で
な
が
ら
友
と
連
れ
だ
ち

師
の
宅
を
訪
う
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

浜
に
住
む
娘
の
姑
は
秋
味
と
腹
子
つ
ま
り
し
鮭
送
り

来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
正
子

病
癒
え
帰
り
て
見
れ
ば
荒
れ
果
て
し
畑
に
詫
び
る
思

ひ
に
停
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
沢
　
つ
ね

「
評
」
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
首
目
、
的
確
に
写
生
さ
れ
た
作
品
、
万
年
青
の
様

子
が
目
に
見
え
「
時
雨
降
り
初
む
」
で
作
者
の
心
情

も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
二
、
三
首
目
の
作
品
も
季
節

の
移
り
変
り
を
敏
感
に
反
応
し
、
確
実
に
表
現
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
た

と
に
つ
と
め
て
い
る
。
心
は
常
に
日
々
新
な
り
と
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

鈴
木

着
替
す
る
小
菊
を
裏
に
育
て
を
り

水
澄
み
て
蔵
王
連
峯
映
し
け
り

貞
　
二
選

日
下
　
　
文

川
村
　
静
恵

繭
た
け
き
女
菊
佛
で
あ
り
し
か
な

茎
洗
ふ
里
人
ら
温
泉
の
洗
ひ
場
に

県
境
を
い
つ
越
え
し
と
も
知
ら
ぬ
霧

大
銀
杏
散
り
く
る
空
の
蒼
さ
か
な

首
筋
を
枯
れ
の
こ
し
て
や
枯
蟷
螂

草
の
花
番
所
の
門
の
模
止
め

収
穫
を
祝
ひ
餅
つ
く
農
業
祭

城
の
川
落
葉
流
れ
て
鯉
太
る

「
評
」
一
句
目
、

岩三鈴高佐
沢浦木橋藤

伍愛民正周
峯嶺子雄子

若
桑
げ
ん
じ

近
内
　
キ
ヨ

高
子
　
　
橘

　
　
　
　
　
　
菊
ま
つ
り
を
す
る
町
の
景
で
あ
る
．
．

菊
人
形
を
着
替
す
る
た
め
の
菊
畑
も
見
え
る
。
二
句

目
、
蔵
王
山
を
美
し
く
は
っ
き
り
と
映
し
て
い
る
。

三
句
目
、
功
を
積
ん
だ
よ
う
な
女
の
老
菊
佛
が
作
者

の
心
を
引
い
た
。

〇
一
月
の
例
会
は
、
一
月
二
十
四
日
に
行
い
ま
す
。

鈴
木
誤
差
選

清
い
金
頼
り
に
庶
民
細
く
生
き
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

指
切
り
げ
ん
ま
ん
あ
な
た
を
信
じ
つ
い
て
行
く
米
沢
礼
子

ポ
ケ
ソ
ト
の
カ
ー
ド
く
す
ぐ
る
旅
ご
こ
ろ
佐
藤
　
喜
柳

他
人
か
ら
見
れ
ば
夫
婦
の
お
も
し
ろ
さ
小
野
嘉
津
．
†

掛
声
を
か
け
立
ち
上
が
る
齢
に
な
り

関
脇
は
裸
の
好
き
な
娘
を
選
ぴ

実
の
な
ら
ぬ
柿
の
木
切
っ
た
あ
と
淋
し

義
理
賀
状
吾
も
相
手
も
チ
ョ
コ
に
似
る

松
茸
は
高
嶺
の
花
と
サ
ン
マ
焼
き

大宍近斎草
沼戸内藤野

　
．
．
．
■

　
一
d

平
吉

キ
ヨ

　
広

妙
子

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
消
せ
ば
ア
イ
ド
ル
た
だ
の
ギ
ャ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
孫
太
郎

「
評
」
一
句
目
、
五
億
円
も
ら
っ
て
罰
金
二
十
万
払
っ

て
う
そ
ぶ
く
偉
い
人
に
は
、
庶
民
の
こ
と
な
ど
無
関

係
。
二
句
目
、
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
、
入
と
人
と
の
交

流
を
感
じ
ま
す
。
三
句
目
、
カ
ー
ド
の
乱
用
は
と
ん

で
も
な
い
結
果
を
生
み
ま
す
か
ら
ご
用
心
ご
用
心
。

（
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。



、
二

等
支
払
者
か
ら
、
給
与
支
払
報
告
書
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

　
白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○
所
得
の
な
か
っ
た
方
も
、
申
告
書
の

裏
面
に
、
所
得
の
な
か
っ
た
事
由
を

書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

　
提
出
さ
れ
る
方
や
給
与
支
払
報
告
書
、

　
ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

　白

石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
申
請
に
つ
い
て

二
　
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
入
名
簿
は
、
平
成
五
年
一
月
一
日
現
在
の
状
況

　
一
を
一
月
一
一
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
入
名
簿
登
載

㎜
申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
　
選
挙
権
を
有
す
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

．
η
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二
　
　
　
　
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た

　
　
十
年
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
　
　
　
　
と
認
め
ら
れ
る
者
）

申
告
を
必
要
と
す
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

　　　　　　　　　　　2月2日～3月15日

県民税申告相談
　　　　　市民税・県民税の申告相談は2月

　　　　2日から3月15日まで、次の日程で

　　　　行います。指定の会場で申告してく

　　　　ださい。

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
原
則
と
し
て

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（

該
当
者
）

○
商
業
・
農
業
・
製
造
業
な
ど
の
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
方

○
譲
渡
・
不
動
産
・
配
当
・
利
子
・
雑

　
収
入
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等
（
国

　
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業
者
年
金
、

　
各
種
共
済
組
合
年
金
な
ど
）
に
よ
る

　
所
得
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
を
、
二
か

　
所
以
上
の
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　
等
支
払
者
か
ら
受
け
て
い
る
方

○
給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
所

　
得
者
で
、
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　
申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

○
所
得
の
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

　
収
書
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
確
認
で
き

　
る
も
の
（
計
算
資
料
な
ど
）

○
配
偶
者
・
扶
養
親
族
な
ど
の
収
入
額

　
が
わ
か
る
も
の

○
医
療
費
な
ど
の
受
領
書

○
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の

　
支
払
証
明
書
な
ど

○
印
か
ん

所
得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
四
年

中
の
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

の
納
め
過
ぎ
や
、
不
足
分
を
精
算
す
る

た
め
の
申
告
で
す
。

　
源
泉
徴
収
票
や
予
定
納
税
で
納
め
過

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者

　
で
、
次
の
要
件
を
具
備
す
る
者
。

　
↑
の
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

　
　
耕
作
の
業
務
を
営
ん
で
い
る
者

　
＠
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親

　
　
等
内
の
血
族
ま
た
は
三
親
等
以

　
　
内
の
姻
族
）
ま
た
は
配
偶
者
で

　
　
あ
っ
て
年
間
に
六
十
日
以
上
耕

　
　
作
に
従
事
す
る
者

働
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ

　
っ
て
も
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と

　
な
り
ま
す
。

　
↑
の
農
閑
期
等
の
た
め
の
一
時
的
出

　
　
稼
ぎ
と
認
め
ら
れ
る
者

　
回
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝

　
　
い
等
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な

　
　
っ
た
者

　
＠
疾
病
・
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加

　
　
療
中
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族

　
　
ま
た
は
配
偶
者
の
場
合
は
、
平

　
　
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
、
同
年

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
八
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や

リ
コ
ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。　

登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協

力
員
（
自
治
会
長
）
が
、
一
月
上
旬

ま
で
に
配
布
し
、
一
月
中
旬
に
回
収

さ
れ
ま
す
。

　
一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委

員
会
事
務
局
　
費
二
五
－
二
一
一
一

（
内
線
）
二
三
〇
・
二
三
一
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

◎
縦
覧
期
間

　
平
成
五
年
二
月
二
十
三
日
～

　
　
　
　
三
月
九
日
（
十
五
日
間
）

◎
縦
覧
場
所

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

o市民税

ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
、
給
与
所
得
な
ど

で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
等
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税
金

は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
以
前
で
も
、
税
務
署
で
申

告
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
早

め
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
じ
め
て
の
方
等
は
、
税

務
署
又
は
市
役
所
税
務
課
の
窓
口
か
ら

用
紙
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

っyI

　
　
、
、
　
　
　
と
　
f

轟
．
雌
筆

00　午後1：00～4：00

会自

午　　 後

鎌先・弥治郎・大網

午　　　　前

上原・下原・山ノ下

山根沖

蔵土・不忘・川原イ八宮・芹沢

滝上・尾箆滝下

南町本町・中町・長町

・亘理町

田町

西益岡・清水小路

　寿町

柳町

短ケ町・中益岡

新町・東益岡

本郷第一・旭町

本郷第三・たばこ耕作者〔全地区〕

郡山本郷第二・本郷第四

鷹巣・小下倉上郡山

寿山緑か丘

上記の日程で申告できなかった方

o今後、地方税法が改正されることもありますのでご注意ください。

○申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はできる

　だけ当該地区会場で、早めに申告してください。

○各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告できま

　せん。

oこの申告は、市民税・県民税が算定されるばか1）でなく、国民健康保険税の算定・児童手当・重

　度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料とな1）ます。忘れ

　ないで申告してください。

○市税の納付は口座振替て　ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参く

　ださい。

○たばこ耕作者（全地区）の申告相談は、3月5日午後1時～4時市役所大会議室です。

●

　　　　　　　 　　養で、二日

2月2日～3月15日・午前9＝00～

会
場

月日

曜

会ム
ー目

福
岡
公
民
館

り
ゆ旭

火

ワ
臼

午　　 後

赤井畑・大熊・塩含

24

水

25

木

猿鼻・赤反・湯元

・明戸・小久保平

1区・8区・9区

午　　　　　前

上戸沢・下戸沢

冷清水

東・中北・新町

会
場

月・日

曜

小
原
公
民
館

　
　
つ
」

　
／
火

2

大平2区・3－1区

市

　26
金

3！1
　月

4区・5区・6区大平3－2区・7区

大
平
公
民
館

水

　　4

木

　5

金

6区・7区

　
役

　
　
り
O

　
火

ワ
臼

所

大

会

9区・10区

水

　4

木

　5

金

　8

月

　9

火

4－1区・4－2区

7－1区・7－2区
8区

2区・6区

越河1区・2区
3区

越河4区・5区
8区

斎川1区・2区
3区

斎IIl5区・6区

白III1区

4区・7区白川3区・5区

3区・4区・6区

議

越
河
公
民
館

－
δ

　
　
9

　
月
　
　
　
火

斎
川
公
民
館

lo

水

12

金

白
川
公
民
館

15

月

お
火

－o

水

室

11

木
12

金

15

月

9区・10区・11区

　12区

酪農事業者

で福岡全地区）

北区・三住

大鷹沢1区・2区
　田中

大鷹沢5区・7区

　8区
西区上・南区

大
鷹
沢
公
民
館

17

水

18

木

西区下・東区

深
谷
公
民
館

19

金

22

月

●

［
口
…

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金

　
今
年
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
内
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金

保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な

け
れ
ば
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

二
十
歳
は
、
国
民
年
金
の
出
発
点

で
す
。
ま
だ
手
続
き
の
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
は
大
切
に

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
と
年
金
手
帳
を
も
ら
い
ま
す
。

　
年
金
手
帳
に
は
、
年
金
に
加
入
し

た
期
間
を
整
理
す
る
た
め
の
記
号
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記

号
番
号
は
、
一
生
を
通
じ
て
使
い
ま

す
。　

以
前
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

人
が
、
再
び
国
民
年
金
に
加
入
す
る

と
き
は
、
必
ず
以
前
の
国
民
年
金
手

帳
を
提
出
し
で
、
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
届
出
や
相
談

に
も
必
要
と
な
り
ま
す
．
な
く
さ
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。



灘
蝋
鱗
、
、
撚
麟
繋
羅
磯
灘

翌

第
1
5
回
自
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
運
動
」
展
開
中

　
十
一
月
十
九
日
、
市
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
、
「
第
1
5
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
大
会
で
は
、
ま
ず
交
通
事
故
死
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
交
通
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
名
に
川
井
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
高
橋
白
石
警
察
署
長
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
講
話
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
続
い
て
、
交
通
指
導
隊
隊
長
の
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
盛
二
さ
ん
と
交
通
安
全
母
の
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
上
西
則
子
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
の
活
動
の
中
で
の
体
験
を
交
え
た
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表
や
、
（
社
）
宮
城
県
自
動
車
整
備
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
会
教
育
課
長
の
鈴
木
寛
治
氏
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
大
会
宣
言
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
し
て
交
通
事
故
防
止
に
あ
た
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
誓
い
ま
し
た
。

●

大
会
亘
一
冒

、
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

、
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

、
違
法
駐
車
の
追
放

交
通
安
全
功
労
者

　
　
　
感
謝
状
贈
呈
者

半氏小小志宍佐佐末太

沢家室室村戸竹藤永斎

敏
博
（
越
河
支
部
）

嘉
人
（
斎
川
支
部
）

　
　
一
（
大
平
支
部
）

雄
一
（
大
鷹
沢
支
部
）

敏
徳
（
白
川
支
部
）

文
吉
（
福
岡
支
部
）

ひ
で
子
（
鎌
先
支
部
）

秀
雄
（
小
原
支
部
）

榮
子
（
母
の
会
）

洋
　
一
（
指
導
隊
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
●

　　　，昌7　　＝；　、■＝　，＝聖皿『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
若
い
男
性
か
ら
、
　
「
十
一
万
円
の

・
皮
革
コ
ー
ト
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出

　
し
た
ら
背
中
、
脇
に
ま
だ
ら
模
様
の

　
脱
色
が
で
き
ま
し
た
。
店
で
は
、
雨

　
の
水
滴
が
し
み
込
み
変
化
し
た
も
の

　
で
タ
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ミ
ス
で
は
な
い

　
ん
」
と
の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
調
べ
て

　
み
る
と
、
原
因
は
カ
ビ
で
あ
り
、
店

　
側
に
落
ち
度
が
な
い
と
の
結
果
が
で

　
ま
し
た
。
皮
革
製
品
は
一
度
カ
ビ
が

・
生
え
る
と
、
完
全
に
除
去
す
る
こ
と

　　　旨闘
と
言
う
の
で
す
が
、
納
得
で
き
ま
せ

［｝。一信婿罰　聞口

必く1

　
　
　
’
。

ざ
　
　
ア
つ

　忘年会、

新
年
会
と
こ
れ
か
ら
年
末

年
始
に
か
け
て
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
し
て
事
故
を
起

こ
す
と
、
事
故
の
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
加
害
者
や
そ
の
家
族
ま
で
不

幸
に
陥
り
ま
す
。

　
家
庭
円
満
を
守
る
た
め
、
酒
を
飲
ん

だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、
運
転

す
る
な
ら
絶
対
酒
を
飲
ま
な
い
を
必
ず

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

蟹
り喝冒

1

，
r
，
、

（
臼　

　
イ

b
飴

1，

o一

2
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
皮
革
製
品
　
一

　
は
陰
干
し
し
て
保
管
す
る
。

　
万
一
カ
ビ
が
生
え
た
場
合
は
、
カ
一

ビ
の
部
分
に
掃
除
機
を
あ
て
、
カ
ビ

よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

が
難
し
い
の
で
次
の
点
を
注
意
し
て
　

保
管
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
一
一

1
高
温
多
湿
の
場
所
を
避
け
、
除
湿
｝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
器
、
冷
房
装
置
が
備
わ
っ
て
い
る
　
一

　
部
屋
で
保
管
す
る
。
　
　
　
　
　
　
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

を
吸
い
取
り
、
か
た
く
し
ぼ
っ
た
タ
　

オ
ル
で
水
ぶ
き
し
、
陰
干
し
す
る
と
　
皿
　

　
N
T
T
仙
南
支
店
で
は
、
　
「
電
話
取
り
付
け
口
」

の
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ヤ
ツ
ク
（
コ
ン
セ
ン
ト
式
）
へ
の

変
更
工
事
を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
従
来
の
「
電
話
機
の
コ
ー
ド
が
壁

や
柱
に
固
定
さ
れ
て
い
る
」
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
式
（
固
定
式
）
か
ら
モ
ジ
ュ
ラ

ー
ジ
ャ
曽
ク
〔
コ
ン
セ
ン
ト
式
）
に

変
更
す
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
に
電

話
機
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
工
事
料
金
は
無
料
、
詳
し
く
は
、

奮
一
一
六
、
ま
た
は
N
T
T
支
店
．

営
業
所
へ
。

・
お
好
み
の
電
話
機
に
自
由
に
取
り

か
え
ら
れ
ま
す
。

・
万
が
一
、
電
話
機
が
故
障
し
た
場

合
、
電
話
機
を
外
し
f
、
お
近
く
の

N
T
T
窓
口
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

く
と
、
派
遣
料
三
千
五
百
円
が
お

安
く
な
り
ま
す
，
　
（
N
T
T
の
電

話
機
を
ご
利
用
の
場
合
）

《の§り口

勿暫申診り

★
／
横
執
」

☆
ー
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一
ダ
一

’
　
　
～

漫

　白石市食生活改善推進員

曹野敏子さん（越河）

〔
材
料
）
4
人
分

米
3
カ
ッ
プ
、
牛
乳
大
さ
じ
3
、
小
麦

粉
大
さ
じ
3
、
た
れ
（
み
り
ん
・
し
ょ

う
ゆ
各
％
、
カ
ッ
プ
、
砂
糖
・
練
り
ご
ま

各
大
さ
じ
2
、
妙
り
ご
ま
2
0
9
）

〔
作
り
方
）

0
米
は
普
通
に
炊
い
て
、
す
り
こ
ぎ
で

　
軽
く
つ
ぶ
し
、
牛
乳
と
小
麦
粉
を
加

　
え
て
更
に
つ
ぶ
し
、
直
径
3
セ
ン
チ
、

　
　
、
，
，

　
　
、

　
　
、

　
　
訓
彰

　
　
　
量
．

　
　
や

　
ビ
竪
、

　
厚
さ
ー
セ
ン
チ
く
ら
い
に
丸
く
ま
と

　
め
る
。

②
な
べ
に
み
り
ん
、
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、

　
練
り
ご
ま
を
入
れ
少
し
煮
つ
め
、
妙

　
り
ご
ま
を
混
ぜ
入
れ
る
。

③
①
を
油
で
揚
げ
、
た
れ
②
を
か
ら
め

　
竹
串
を
さ
す
。

　　　　砂糖

　砂糖は、食品に甘味をつけ

加えるだけでなく、他にさま

ざまな機能を持っています。

　その一つが、肉や豆を柔ら

かく煮あげることで、すじの

多い肉に砂糖を加えて煮ると

肉が柔らかくなります。これ

は、砂糖によって筋肉中のコ

ラーゲンの保水性（水をかか

えこむ性質）が高まり柔らか

くなるのです。ビーフシチュ

ーを作るとき、砂糖を前もっ

て肉にまぶしておくのがコツ

です。煮豆をつくるとき、砂

糖を一度に入れると豆の水分

が外に出て硬くなってしまう

ので、少しずつ加えると保水

性が保たれ柔らかく煮あがり

ます。

　そのほか、砂糖はつやを出

したり防腐作用などの働きも

あります。

（上昇品目）

即席中華めん、サラダ油、

ラップ、洗濯用合成洗剤、

パーマネント料、灯油、ガ

ソリン、軽油

（下降品目）

小麦粉、砂糖、マーガリン

牛乳、バター、ティッシュ

ペーパー、アルミホイル、

理髪料、クリーニング

（横ばし、品目）

食ノぐン、　しょうゆ、　カレ

ライス、灯油（配達込）

総調査品目対前月比1．006

％上昇、物価は安定してい

ます．

調査年月日　平成4年12月1日消費生活モニター調査結果表
比　較（円1平均価格（円）今　月（円1

前年同月

　　88．9

110．7

101．2

　　97．5

　　97．3

　　94．7

　　88．8

　　91．2

　　96．8

　　77，4

　100．4

　　84，4

　　99，5

　111．0

　101．0

　101，6

　105．4

　　95．0

　　95，2

　　98，8

　107．O

前　月

100．0

　79。6

102．5

　95，5

100．0

112．7

　89。7

　97．6

　97，8

　91，1

107．9

　94．4

101．6

　　98．4

101．3

　　98，9

100，0

101．3

100．7

101．3

】02．7

前年同月

　　　171

　　　187

　　　82

　　　242

　　　298

　　　395

　　　197

　　　225

　　　371

　　　146

　　　231

　　　141

　　　753

　1，640

6，240

　　　185

　　　465

917．88

967，43

　　　126

　　　　71

前　月

　　152

　　212

　　　81

　　247

　　290

　　332

　　195

　　211

　　367

　　124

　　215

　　126

　　737

1，850

6，217

　　190

　　490

　　861

914．94

　　123

　　　74

今　月

　　152

　　207

　　　83

　　236

　　290

　　374

　　175

　　206

　　359

　　113

　　232

　　119

　　749

1，820

6，300

　　188

　　490

　　872

921．18

124．55

　　　76

最低価格

　　　150

　　　173

　　　80

　　　185

　　　255

　　　368

　　　104

　　　193

　　　306

　　　80

　　　204

　　　80

　　　667

　1，500

　5，200

　　　170

　　　360

　　　815

　　　815

　　　120

　　　　70

最高価格

　　　154

　　　238

　　　85

　　　260

　　　307

　　　380

　　　203

　　　218

　　　390

　　　148

　　　255

　　　165

　　　830

　2，000

7，500

　　　200

　　　600

　　　927

1，019．70

128，75

　8n，64

品　　 名

1，食　パ　ン
2，小　麦　粉
3．即席中華めん

4，砂　　 糖

5．しょうゆ

6．サラダ油
7．マーガリン
8．牛　　 乳

9．バ　タ　ー
10．ティ・ソシュペーパー

11、ラップ
12，アルミホイル

13．洗濯用合成洗剤

14．理　髪　料
15．パーマネント料

16．クリーニング

17，カレーライス

18．灯　　 油

　　　　規　　　　　　　格

ン　並食1袋6～8枚切

粉　薄力粉1kg

ん　袋入1）100g

糖　上白糖1kg

ゆ　上級濃口1尼ポリ容器入り

油　ポリ容器入り700g

ン　カルトン入りソフト225g

乳　紙容器入1）1，000qα

一　カルトン入昼）225g

｛一400枚（200組）紙箱入リ

プ幅30cm、長さ20m

ル幅25cm、長さ8m
斉唖　綿化繊用無リン紙箱入1）、濃縮小型1，5㎏入り

料　小学生調髪

料コールドショート

グ　長袖ワイシャツ

ス　外食並1皿

　　18怠店頭価格
油

　　18尼配達料込価格

じ　1尼現金

油　1を現金

19．レキュラーガソリン

20．軽　　　湛



　第12回公民館まつり
　　〈文化講演会〉

○日　時　2月26日（金）

　　　午後7時～8時30分
O会　場　白石市中央公民館大ホール

O言藩　師　キャスター

　　　宮崎総子さん
O演題「私づく1）・幸福づくり」

㈹、　ゆ

　　　1『・ノ　 喉

　　　　垂チ
　　▲宮崎総子さん

　成人式は
　　簡素な服装で／

今年、市内で大人の仲間入1）をす

る新成人は約580人で、これらの方

々の成人式を下記のとおり行います。

O日　時　1月15日（金）午前10時

o式　場　白石市中央公民館大ホール

　中央公民館夜間

　　業務員の募集について

O勤務時間　17時～21時30分

仕事の内容など詳しくは、白石市

中央公民館へお問い合わせください。

己新春囲碁・将棋大会
中央公民館主催の「新春囲碁・将　○申込方法　1月30日（土）までに

棋大会」を開催します。ふるってご

参加ください。

○日時2月7日（日）

　　　午前9時開始
O会場　白石市中央公民館

　　　　　　2階講座室
○会費一人1，000円（昼食代等）

※中学生以下は500円

o参加資格　市　民

o謙籍，鴨灘欝

申込書に会費を添えて、中央公民

館へお申し込みください。　（申込

書は中央公民館にあ1）ます）

　　　　、、　r5尋
　◎‘　　　　’ 』

郵　メ

鐙　 鍵暴
br・　　　　　　、．～
卜』　　、　 瓢　、

妊大正琴一日体験講習会
和やかに楽しく弾ける大正琴を、

趣味の一つにしてみてはいかがです

か。

○日　時　1月19日（火）

　　　午前10時～午後12時

o会　場　白石市中央公民館

　　　2階第2研修室
o講　師　琴名流大正琴講師会師範

　　　琴　静花先生
○講習料無料
※当日は大正琴をお貸しします。

虞親子映画鑑賞会
○日時1月9日（土）

　　　午前9時～11時
○会　場　白石市中央公民館大ホール

o入場料無料
o上映作品　ニルスのふしぎな旅

　　　ほか3本

白石市中央公民館

費24－5377・26－2453

’　冨 高齢化社会講座（4．回コース） 特別講座〈木目込人形講座〉

若いうちから生涯学習……

　　　　　　あなたも参加してみませんか／

月日・時間

1月29日

！0：00

～12：00

2月5日
10：1）0

～12：00

2月10日

9100

～15：30

2月19日

一1＝1りo

内 容

七宝焼きでブローチ、ま

たはスカーフ止め作1）

※婦人の家に見本を展示

健康体操（腰痛予防のた

めに）一第1回一

河北新報のできるまで

〔ヒデオ、工場見学等）

健康体操（腰痛予防のた

めに／一第2回一

場　　所

働く婦人の家

働く婦人の家

河北新報社
1仙台市）

働く婦人の家

講　　師

今井ひで美

　　先生

八巻奈美子

　　先生

八巻奈美子

　　先生

備　　考

材料代

1，500円位

体操のできる

服装（ズホン・

ズソク等）

8：50市役所集合

（バス代等1，200

円、昼食持参1

体操のできる

服装（ズボン・

ズ・ノク等）

おひなさまを作り

　ひな祭りをしよう／

○日時1月27日・28日、2月15日

　　　　　　10日寺～12日寺
　　　2月16日　　10日寺～13日寺

※16日は11時から、作ったひな人

　形を飾りひな祭りを行います。

○場　所　白石市働く婦人の家

○講　師　菊地　ふみ子先生

　　　畠　つね先生
○定員10名
O材料　入形代5，00Q円～6，000円

※見本は婦入の家にあります。

1月の休館日　1・2・3・4・10・

　　　　15・18・24　・31日

勤労青少年ホームから

Q

癒磯f諺
　　受講生募集

今シーズンスキーを始めた方、ス

キー経験者（2～3年）を対象にス

キーの基本を指導します。

O日時1月31日（日〉

　　　市役所8時30分集合

○場所みやぎ蔵王白石スキー場

O対象・定員

初級　10名、初中級　10名

※申し込みの際どちらかを希望し

　てください。

O受講料　2，000円（バス、保険代、

　　　リフト券込み）
○申し込み締切日　1月28日（木）

○申し込み方法　電話および直接来

館のうえ、受講料といっしょに申

し込みください。

※受付時間　13時～21時

詳しくは、勤労青少年ホーム岱25

－3720へ。

　　　　・初泳ぎ自動審判計時システム

　　　　　無料サービス　　1月3日～5日

スパッシュランド・サークル案内

陸上と水中での体操を行います。

・期間　2月5日（金）から3月12

日（金）までの毎週金曜日の午前10

時30分から11時30分まで

　　　　　　（計6回）
・対　象　18歳以上の男女20名

・受講料　無料（利用料金は各自負担）

・送迎白石駅または市役所から

無料送迎いたします。

駐車場近くにエレベーターが

完成したことにより、スパッシ

ュランドしろいしがより便利に

なりました。こ利用ください。

・持参するもの　運動着、運動上靴

水着、水泳帽、バスタオル

O申し込み　1日20日（水）まで直接

スパッシュランドしろいしへ。

※腹筋、背筋の衰えによる腰痛が対

象です。原因疾患のある方はご遠

慮ください。主治医のある方は主

治医にご相談ください。

靴　・謂　　1月1日・2日・13日・27日

園から小林石油の方向となりました。

がなくな1）、市道から県道（旧4号）に出る　　　　至

　　　　　　　　　　　　　　東北アツギときは左折だけとな1）ました。

　なお、県道（旧4号）から市道には、今ま

での通り通行できます。

1．一方通行は今までと逆方向となり、河川公

2．林太鼓さんから山田乳業さん方向は、信号

　　　亀蔭
白石大橋　　　　信号

　　　　　ト至国道4号線わ孟

橋遭歩
1
↑
一
方
通
行

一時停止

左折

林太鼓

2

号信

　
か
ね
て
よ
り
県
道
白
石
青
根
川
崎
線

（
旧
国
道
4
号
）
大
川
町
三
－
十
三

（
半
沢
屋
敷
前
）
信
号
交
差
点
を
境
に

白
石
大
橋
方
面
が
渋
滞
し
て
お
り
ま
し

た
。　

こ
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
十
二

月
十
日
よ
り
白
石
大
橋
南
側
（
小
林
石

油
白
石
大
橋
店
）
に
信
号
機
を
設
け
、
半

沢
屋
敷
前
交
差
点
信
号
の
簡
素
化
を
図

り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

至亘理町雀

に日寺停止←

亘理町方向に

’右折出来ません

（左折のみ）

至

緑地公園

、
鯵
壷
舗
、

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ



i〈駅駅駅駅凧駅駅凧駅駅駅器烈駅難煎煎煎敷煎煎敷放煎敷煎栄敷※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※美蟹駅淑氷駅然駅煎煎敷然煎敷敷煎煎栄栄煎
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ひいてひかれて

第2回市民綱引大会参加チーム募集

O日　時　平成5年2月11日（祝）

　　　　9時開会（8時受付）

o会場　白石中学校体育館

O種　目　小学生、中学生、一般の

　　　　各男女別とする。

※競技は8名で行う。ただし、小

　学生は10名とする。

○参加資格　白石市に居住又は勤務

O主催白石市教育委員会
詳しくは、市教育委員会文化スポ

ーッ振興課雪25－2111（内線）4！3へ。

〈生涯スポーツ推進事業〉

親子スキー教室受講者募集

　　　　、β“’・ゆ晒L幽飢軌噸

O期　日　1月24日（日）

o場所白石スキー場
o対象市内の小学生の親子
O募集人員　25組（50名）

O参加費　2，000円（バス代、リフト

代、f呆険イ　）

O申し込み方法　1月14日まで参加

費を添えて、市教育委員会文化ス

ポーツ振興課費25－2111（内線）

412へ申し込みください。

O主催白石市教育委員会
oその他

　・集合、解散は市役所となセ）ます。

　・貸しスキー希望の方は、申し込

　みの際に申し出てください。

国立宮城障害者職業訓練校
訓練生募集

○募集科目・定員

電子機器科・10名、印刷科・30名、

服飾ビジネス科・10名、O　A情報

科・15名、縫製実務科・10名、O

A経理科・20名、製本紙工科・10

名、広告デザイン科・20名、福祉

機器科・10名

O応募資格
　・義務教育修了者（O　A情報科は

　高卒者）または、これと同等以

　上の学力があると認められる障

　害者の方
　・障害者の程度は、伝染性疾患、

　発作性疾患及び症状が固定して

　いない方を除き、1～2年間の

　訓練にたえられる方

　・縫製実務科、製本紙工科は、精

　神薄弱者対象で通校のできる方

　で19歳くらいまでの方

○訓練期間　1年（平成5年4月か

　ら平成6年3月まで）

※O　A情報科、福祉機器科につい

　ては2年程度
o申し込み締切日

第2回1月20日、第3回2月22日

※第1回目は終了しました。

o試験日

第2回2月5日、第3回3月5日
○試験場・問い合わせ先

〒981仙台市青葉区台原五丁目15

－1　国立宮城障害者職業訓練校

智022－233－3124

自衛官募集中／問し、合わせ・大河原募集事務所智02巳4－53－2185

宮城県立盲学校
入学者募集

1　　斑　　　　　　　　　i
l　来春、保育園へ入園する児童の受1

≦付を1月6月（水）から始めます・l

i入所を希望される保護者の方は・際

1係書類を添えて市社会福祉事務所、　1
輯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語
著または各保育園へ申し込んでくださレ

iレ、　　　　　　　　　l
l　。　　　　　　　　lq　なお、現在入園中および申請中の　を
書　　　　　　　　　　　　　　曇1乳幼児についても新たに申し1ムみがl

o必要にな｝）ます。　　　　　　　　　を

l　o受付期間
！
1・月6日（水）一1月22日（金）l

l平日8時3・分一17時　1
看　土曜日　8時30分～12時15分　　　を
　　　　　　　　　　　　　　ト1※第2・第4土曜日は閉庁日です諺

薯申し込みなど詳しくは、市社会福祉1
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
i事務所保育係奮25－2111（内線）1541

厭お問い合わせください・　1
い詳細は・r広報しろいし12月号」に1

肇掲載してあります）　　　　　　　1
蟹　，…＿r＿＿＿一＿＿》，閣甲済

歩くスキーの墓礎技術

研彦会参加者募集

O期　日　1月31日（日）

○場所国立南蔵王青少年野営場

o対象学校の教職員、杜会教育

関係者、一般社会人、大学生

O募集人員　50名

※先着順受付、定員次第締切り

O参加費　800円

O申し込み方法　1月21日（木）ま

で、直接野営場へ電話（智24－81

26）またはF　A　X24－8128までお

申し込みください。

O主催国立南蔵王青少年野営場

　　　　宮城県野外活動振興協会

詳しくは、国立南蔵王青少年野営

場智24－8126へ。

o募集科目・定員

　・高等部

　普通科、保健理療科　各男女10名

　・専攻科

　理療科　男女20名

※修業年限は、高等部、専攻科とも

　3年です。

o入学資格
　・高等部　中学校卒、盲学校中学

　　　　部卒
　・専攻科　高等学校卒、盲学校高

　　　　等部卒
o卒業後の資格

　・高等部　普通高等学校に同じ

　・専攻科　あんま・マッサージ・

　　　　才旨圧・は｝）　・きゅう自而

　　　　　の受験資格ほか

o申し込み受付期間

　2月12日（金）～2月19日（金）

○試験日　3月11日（木）8時30分

　詳しくは、〒980仙台市青葉区上

杉六丁目5－1　宮城県立盲学校智

022－234－6333へ。

白石高等技術専門校
建築科訓練生募集

○募集定員　20名

○応募資格　義務教育終了者で、お

おむね30歳までの方

O訓練期間　2年（平成5年4月か

　ら平成7年3月まで）

O試験日　3月11日（木）

o試験内容　筆記試験（国語・数学）

　　　　面接
○申し込み方法　入学願書（高等技

術専門校、職業安定所等に用意し

てあ1）ます）に関係書類を添えて、

平成5年2月12日から3月1日ま

で白石高等技術専門校へ提出して

　ください。

詳しくは、白石高等技術専門校a

25－2444へ。

BOOKS・いん；脇お占～のしょん

★今月の書棚（子ども読書室）

馳
べ

・
国
な

　〈全12巻〉国土社

・この本は月ごとに、身のまわ1）の

なぜ、どうしてなど、あらゆるぎ

もんやふしぎに答えます。

・かんさつしよう、しらべてみよう、

かってみようなど、自分でやって

いるうちに、学校での勉強がしぜ

んに、身につきます。

図書館利用案内
o開館時間

月～土曜日　9時～16時55分
　日　　曜　　日　　10日寺～16日寺

o休館日

　1月1日（祝）～4日（月）、1月15

　日（祝）、1月31日月末整理日

一一一一一新着図書案内（抄）一一一

　　　　　　　　　益田　喜頓著

　理由　　　　　　　　　島田　裕巳著

　一運が変わる・人が変わる一

　　　　　　　　　川村　茂邦著

　一科学が解き明かす巨大遺跡のなぞ一

　　　　　　　　　竹内　均監修

　ジニの世界　　　　　　小山　修三著

　　肉眼で見た北朝鮮　　　山本　展男著

　　浩宮さま・強くたくましくとお育てし

　た十年の記録　　　　　　浜尾　　実著

　げないで！　　　　　　　柏木　淑郎著

　　　　　　　　　長山治一郎著

　　　　　　　　岩上安身・他著

　イラスト版オリジナル

　　　　　　　　文／池上干寿子
　　　　　ナミルトン・ダイアモンド
　　　　イラスト／ディビッド・ソーン

　ィアをめざす一　　　　　竹内　均監修

　　　　　　　　　主婦と生活社

　花のちぎり絵　　　　　　佐藤　せつ著

　の料理　　　　　　　　　辻　　勲監修

　表・裏・なわ編・彼のセーター

　　　　　　　　　日本ヴォーグ社

　1　キートンの笑智大学・笑いの学舎

　2　信じやすい心・若者が新々宗教に走る

　3　朝の豊かな使い方

　4　失われた古代文明

　5　狩人の大地・オーストラリア・アボリ

　8　小学生の性教育A　B　C・親も先生もに

　9　悪知恵・カード地獄の案内人

10　ソ連と呼ばれた国に生きて

11　エイズー性・愛・病気一

12　宇宙開発　一人類は限りないフロンテ

13　和・洋・中華・味つけ入門

14　野菜・山菜博物事典　　草川　　俊著

15　N　H　K婦人百科・新しい貼1）方による

16　365日おそうざい全集・お献立と基本

17　あみもの1年生・かんたんに！

L一

写真集　　　　　　　　　秋山庄太郎著

　　　　　　　　神坂次郎著

　　　　　　　　山田秀三郎著

から　　　　　　　　　　永井　路子著

　　　　　　　　新人物往来社編

　　　　　　　　高儀　　進訳

　　子どもの本

　　　　　　　ハッチンス・さく
　　　　　　いぬいゆみこ・やく

　　　　　　さこやん・きかく・え

　　　　　　　やまだまき・ぶん
　はらっぱにライオンカfいるよ！

18　花365日いちごいちえ・秋山庄太郎

19　江戸奇人稀戎事典　　　祖田　浩一編

20　できそこないの出来事　原田　宗典著

21定本・おかしな侍たち（風雨の巻）

22　追跡・名刑事実録事件簿よ1）

23　「忙即閑」を生きる　　大岡　　信著

24　女の修羅・男の野望・私の歴史ノート

25杜（もト））の都殺人事件　内田　康夫著

26　人生の風景　　　　　　遠藤周作・他著

27　物語・女たちの太閤記

28　いつかジェラシー　　　山咲　千里著

29　トィレでホッ！　　　平成厨研究会編

30　無慈悲な季節　マイケル・マローン著

31　いたずらかいじゅうはどこ？

32　とびだせサイゾウくん〃

33

34、

35．

　　マーガレット＝マーヒー・さく

　　　　はましまよしこ・やく
いもうとはとびきりの美人

　　　　日本児童文学者協会編
白鳥の夢はるか　　　まごめやすこ作

　　　　　　　藤枝つう絵

」 矩胴㎜



』「趣

圖◆日本刀初打ち

8：30　大鷹沢三沢宇当坂

◆こけしの初挽き

　10：00　こけし神社（弥治郎地区）

國◆第8回小・中・高仙南かるた競技大会

　9：00　白石市中央公民館

◆新春を寿ぐ市民の集い

　11：00　白石蔵王パレスホテル

圃◆白石市消防団消防出初式……P22

匝◆白石和紙初漉吉

　10：30　遠藤和紙工房（鷹巣）

※すべてのイベントではあ1）ません。

戸籍手数料が ，、④、1謬

　り　1

弟17回ちびっこ探険学校帥
ヨロン島

　外国人小学生と生活をともにし、

国際感覚を身につけてみませんか。

○期日3月26日～4月2日
　　　　7泊8日
o場所鹿児島県大島郡与論町
O対　象　小学3～6年生

○内容
　イカダを作ってサンゴ碩、の海へ

　・特別サバイバルコース

　・さとうきぴから砂糖作り

　・海の運動会　　　　　ほか

o出発地・費用

　仙台　104，000円

O締切日　3月10日（水）

　※定員になり次第締切1）

○説明会

　2月11日（木）　仙台

　※説明会場、時間は問い合わせく

　ださい．

○問い合わせ・申し込み先

（財）国際青少年研修協会

費03－3359－8421

財形教育融資のこ案内

　雇用促進事業団では、財形貯蓄を

している勤労者のご本人、またはご

親族（六親等内の血族、配偶者、三

親等内の姻族）が、進学や在学中に

必要な教育資金の融資を行っており

ます。この制度は公的融資制度です

ので利率が低く、利用しやすくなっ

てお1）ます。

o融資の対象となる費用

　入学金、授業料、教科書代、下宿

代等居住費用

○融資の対象となる教育施設

高等学校、短大、大学、専修学校、

各種学校など。

o融資額

財形残高の5倍以内で

　進学資金（入学時）300万円

修学資金（在学中」　150万円

o融資条件
　返済期間　6年以内（修業年限3

　　　　　年以内は5年以内）

　融資利率　年6．24％

o申し込み先　財形教育融資業務取

　扱店の掲示している銀行等の金融

　機関

　詳しくは、〒980仙台市宮城野区

榴岡5－11－1（仙台サンプラザ4

F）雇用促進事業団宮城雇用促進セ

ンター智022－257－2009！＼。

田［ヨ田

日日日

平成5年度償却資産申告は

㊥　
　
畠 田

日
田
日

改正されました お早めに

　戸籍手数料の一部を改正する政令

により、戸籍手数料が次のとお1）改

正されました。なお、実施は平成5

年1月1日からです。

戸籍謄本・抄本一通につき

除籍謄本・抄本一通につき

戸籍届受理証明一通につぎ

　詳しくは、市民課戸籍係

2111（内線）134へ。

400円

700円
40（1円

智25一

　平成5年1月1日現在において、

白石市内に事業の用に供する資産を

所有している方は、償却資産申告書

を提出しなければなりません。（償却

資産を他人に賃貸している方も含む）

O提出期限　平成5年1月31日まで

　ですが、早めに提出してください。

※平成4年度償却資産申告書を提出

　された方は、平成4年1月2日か

　ら平成5年1月1日までの間の増

　加資産及び減少資産についてのみ

　申告してください。

※次の方は新たに償却資産申告書を

　提出しなければなりません。

　●新たに事業を開始されている方

　●前年度に申告されなかった方

　●すでに申告されている方で申告

　書の言丁正を要する方

　詳しくは、市税務課固定資産税係

費25－2111（内線）146～148／・。

灘29回元旦マラソンに繍
こ参加ください

O期　日　平成5年1月1日
○コース　益岡公園駐車場→汝子高

正門前→沢端川→八幡神杜→白高

正門前→益岡公園→益岡公園駐車

場（お城山一周約2．5km）

○スタート　午前7時

※タイムを競うものではあ1）ません。

　どなたでも自由にご参加ください。

○連絡先　白高陸上競技部O　B会

　　　　渡辺知治費25－2225まで。

露豊
鰻争入札参加資格

申請について

　市では、平成5年・6年度におけ

る建設工事、コンサルタント、物品

等の競争入札参加資格審査申請の受

付を次のとおり行います。

○資格有効期間　2年間

o申請用紙　建設省統一様式

O受付期問　2月15日～2月26日

o受付場所　市役所第三会議室

○問い合わせ先

市総務課契約用度係

費25－2111（内線）337

お済みですか？

家屋取壊届

　昨年の1月2日以降に、家屋の全

部又は、一部を取1）壊した方は、平

成5年度から固定資産税の対象外と

な1）ます。早めに、市税務課へ「家

屋取壊届」を提出してください。

　届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえご来庁ください。

　詳しくは、市税務課固定資産税係

智25－2111（内線）146～148へ。

　　税務課より

　2月1日は、市県民税（第4

期）の納期限です。なお、口座

振替をご利用の方は、預金残高

をご確認ください。

　　　　　　消防出初式のお知らせ

○日時平成5年1月10日（日）

　　　　午前9時～12時

o日程
（1）市内パレード　9時

　（白二小→白石駅前→中町→白一小〉

（2）式典（白一小）　9時40分

（3）一斉放水（白一小校庭）

　　　　　　　　11時
※消防出初式当日午前7時、市内一

斉サイレンの吹鳴、並びに打鐘を

　しますので、火災等と間違えない

ようこ注意願います。

轄4回全国生涯学習フェステイバル
御轟

記録ビデオの貸出について

議
講難 鋸

麹、1
　　、

　　　　　　r

　　　　　壕顧麗亜
∫瓢　　　一一一’

　去る10月31日から11月4日までの

期間、白石市中央公民館、碧水園等

で開催されました第4回全国生涯学

習フェスティバルの記録ビデオを貸

出しします。どうぞお気軽にご利用

ください。

『
、 P覇

　　　《能公演「殺生石」

　　　　　　▲ヴェルサイユの
　　　　　　　　典雅な音楽の世界

○貸出対象および期間

　個人、またはグループ利用

　1週問以内

　※貸出条件は特になし。

○問い合わせ先

　市教育委員会社会教育係

　費25－2111（内線）409

o第4回全国生涯学習フェスティバルの記録ビデオー覧

ビデオNo．

1

3，4

5，6

7

8，9
10

11

12

13

14

収 録 内 容

全国生涯学習まちづく｝）研究集会　分科会の様子

全国生涯学習まちづく1）サミット

　基調講演・パネルディスカッション

全国生涯学習まちづくリサミ・ント

　交歓交流会（アトラクション郡山萩太鼓・光人画楽）

宮城県太鼓まつ1）

手作り絵本で見る白石の伝承文化と
　童話作家わた1）むつこ・童画家ましませつこ展
まほろば・童話の里　浜田広介展

能公演「黒塚の白頭」　「殺生石」

市民文化祭　青っ葉市
子どものための森林教室

桧枝岐歌舞伎公演「義経千本桜　鳥居前の場」

白石市音楽フェスティバル　小・中学校の部

白石市音楽フェスティバル　童謡愛好会　他

白石市音楽フェスティバル
　大河原商業高校キター部　他



＝

白石市役所
1階市民室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　　談　　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

隅
ー
ロ

00～12：001014市長相談

10：00～15：0014人権擁護
相　　談

10二〇〇～15：0014行政相談

10：00～15：0014

10：00～12：0025
生活相談

9：30～15：0014険
談

保会社
相

10：00～15：0014税務相談

10：00～15：00毎週月・水・金消費生活
相　　　談

福祉事務所

13：00～14：00

10：30～11：30

　リオン

14・26
　ニホン

　29

補聴器巡回

サービス

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所4階

大会議室
ます。雪25－2111内線430

白石市役所4階
青少年相談センター

10：00～15：0014

10：00～15：0011
電話相談、手話での相談にも応じ

無料法律

相　談

障害者
相　談

9：00～17：00
　毎週
月・火・木・金

青少年
相　談

一
（
＝

＝

外科宮城医院β25－2062
歯科村上歯科医院費26－2678
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1月24日

　内科広瀬医院台25－0238
　外科　加藤（大）医院　台26－2653
　歯科　三沢歯科クllニソク　825－6483

1月31日

　内科　水野クリニ・ク　暦25－2736

　外科堤　医　院智25－1181
　歯科水野歯科医院台26－2401

2月7日
　内科柿崎医院費25－2210
　外科刈田病院費25－2145
　歯科村上歯科医院盈33－4125

※休日当番薬局は健康力レンダーで。
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『　　重藝
＼
、罫

－
』

「
罫
ー
h

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝愚

　　　　は　　すみ
片平羽澄ちゃん（福岡）

智浩さん、直江さんの次女

囲
◎
喬
暫
、
含
㊨
窃
諮
。
含
㊦
硝
を
囲
㊨
喬
－
撃
O
㊧
跳
智
邑
㊨
建
・
ぎ
囲
㊨
魯
”
げ
自

　ママからひとこと

　“いつも「ありがとう」が言える子になってね！鴨

　パパからひとこと

　“おてんば羽澄ちゃんけがしないでね！”

翻・孫o㊨魯恥囲㊨魯恥囲㊧痢㌦鑓腐㌦・‘9◎

隷駿燕
1ユ

大野　由賀さん

　（白二小3年）

》拶・，㌧’セ’

妻・　　1
肇　　　．　　　で　　　ロ　　　コー　　　　■醤上

「
リ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
く
友
だ
ち
」

矢幅敬康くん
　（白一小6年）

　　畔謬
　　　　》　　　　『　　　一　P一一　　　　ロ　　　　じ　　　ロノヤて

r」r轟二

「
ポ
ス
タ
ー
」

愚脳・．．鰯，騨フオト歳時記一白鳥と描
　　　　．，一　’二　　　　　、1　ひかり幼稚園の年長組が昨年、

市内の交通事故（1111日7澱ll

　事故発生件数　　　　・48件（570件）

　死亡者数　　　　1人（　3人）

　負傷者数　　　12人（141人）

　物損件数　　35件（441件）
年末年始の交通事故防止運動
　　　　　　　　　　実施中／一
●実施期間


